
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１９教区第１６０番徳泉寺 

住所：宮城県亘理郡山元町高瀬字笠野１４０ 

 

寺院の被害 ・ 津波により、本堂、庫裡、観音堂が全て流出した。 

寺院の現状 ・ 先の見通しが立たない不安がある。 

檀信徒の現状 

・ 複数の檀家の離檀がある。 

・ 檀家のほぼ全てが家を失い、危険区域であることから戻ることができない。 

地域の現状 ・ 危険区域に指定されており、移転事業の対象に該当している。 

復興の状況 

・ 移転に際しての行政からの支援は望めない。移転先も決まっていない。また、

経済的な問題もあり、復旧の目途は立っていない。 

・ 檀信徒も被災していることから、復旧のための寄付は期待できない。 

（Ｈ２５.７.１７現在） 

    

（撮影Ｈ２５.１１.１４） 


